
キッズドアスタイル 

              ２０１８年度Ver 
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団体が新たなフェーズに入った！ 
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課題 
１．職員の働き方が多様でなかなか横断型のコミュニケーションが 
  とりにくい 
２．新たなフェーズに向けて、キッズドア社員全員の意識共有が必要！ 
３．団体として進むべき方向をトップダウンだけでなく働く職員皆で創って 
  いきたい 

そんな願いを込めて・・・ 

ご相談！！ 



ご提案 
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１．社会的インパクトについて理解する講義 
２．上記を理解した上でのロジックモデル 
  ワークショップ 

イイね！ 



運営側の狙い 
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①様々な部門の各職員が主体的に委員会に関わることで、お互いの意見をぶ
つけ合い、新たな課題発見や解決方法をマスターしていくこと 
 
②部署をこえた横断的な関わりができるようになること 
 

 

★今回は基幹事業である「学習支援」
に特化したロジックモデルを作成 



ロジックモデル作成のマイルストーン 
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月 内容

社会的インパクト＋ロジックモデル基礎ワークショップ
社内ロジックモデル検討・作成委員会立ち上げ
第１回定例MTG開催

７月 社内に向けた中間報告会

成果発表
シーズン１終了

６月

８月

●シーズンⅠで「学習会に対するロジックモデル」の完成 
●上記作成中に「受益者・ボランティアさんに対してのロジックモデル」 
作成の必要性があることがわかり、９月よりシーズンⅡスタート！ 
●同時に社会的インパクト評価に対する事業の効果測定の必要性がある 
ため、測定方法を作成 
●１２月に「受益者・ボランティアさんVer」完成 
●１月よりキッズドア学習会の基盤となるノウハウ共有システムの整理 
に入る（現在進行中→年度末完成予定） 



作成委員会の課題 
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●成果発表まで２か月しかないため、働き方の多様な職員がどのようにロ
ジックモデルを作成していくか 
→オンラインMTGを行い移動の手間を省く 
 チームMTGでは次回MTGまでのゴールを明確にし各自のアイディアで作業 
 チームMTGはそれぞれのアイディアのすり合わせ 
 
●作成しているものが、果たして欲しいゴールにきちんと向かっているのか
不安 
→アドバイザー鴨崎氏による丁寧な指導（伴走支援） 
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シーズンⅠ 

学習支援特化のロジックモデル 



Social Impact Measurement @ KIDS’ DOOR 
キッズドア無料学習会 ロジックモデル（指標ラベル変更） 

直接アウトカム 活動 

人との 
つながり 

一人ひとりを
見る 

最後まで諦め
ない 

進路指導 

体験 
学習 

くつろ
げる場 

✕ 

✕ 

✕ 

学習指導 

成功体験の回数 

食事 
提供 

中間アウトカム 

学習の 
モチベーションアッ

プ 

学習習慣が身につく 

自己管理能力の獲得 

ロールモデ
ルに出会う 

自分の価値を知る 

興味関心 
世界が広がる 

大学進学 

就職 

貧困の 
連鎖を解消 

次の世代の
ロールモデル

となる 

社会的自立 

経済的自立 

精神的自立 

✓余暇を楽しみつつ生活
を成り立たせるために就
労ができている 

✓人に頼ることができ、
人に頼られることができ
ている 

✓夢を持ち、それを応援
してくれる人がいて夢に
向かって努力できている 

次の世代を 
応援する人に

なる 

専門進学 

自分の進路を 
自己決定できる 

今を 
良くし続けよう
とする意思を持

つ 

多様性を理解し
た上で 

自己肯定感をも
つ 

最終アウトカム その先へ!! 

生徒出席率（人数） 

成績の推移 

ボランティア充足率 

学習会実施回数 

アウトプット指標 

学習意欲の向上 

学習習慣の定着 

ライフ・キャリア設計力の向
上 

自己効力感の向上 

将来の意欲の向上 

希望する進路の選択 

将来への意欲の向上 

他者を尊重・配慮する力の向
上 

ソーシャル面の変化 

だれとも話せない 

進路、将来に対する考え方が変わる 

大人の誰か
と話せる 

大人込みで 
同年代と話

せる 

生徒同士で
話せる 

誰とでも 
話せる 

意欲ゼロ 人に言われて興味を持つ 
自分で興味のあることを見
つけるために行動できる 

（学習会の場所に）相談相手ができる／目標とする人ができる 

学習面の変化 

自分には 
何もできない・・ 

周りの人に聞いて 
「わかった！」 

自分から積極的に取り組ん
で「わかった！」 

自分の良いところ
を知らない 

人に言われて自分の 
良いところに気づく 

自分の良いところを意識し
て行動できる 

自己理解が進む（行動） 

基礎的知識・技能の向上（知識・技能） 

意図的に 

成功体験を創り出す 

自己肯定感の向上（対・自分） 

孤独感の解消（対・他者） 

他人に対する信頼感の醸成 

今までにない価値観の獲得 

生活面の変化 

ネット依存の有無／ネット使用時間 

生活習慣の定着 

早起きできる／できない 

食習慣 食事回数／手洗い回数／片付け回数 
イベント実施回数 

学習意欲の向上（意識） 

できないところに
向き合えない 

できないところに向き合
える 

できるところを増やそうと
する 

学習に取り組むこ
とができない 

人からサポートを受けて
目標を立てて取り組める 

自分で目標を立てて 
取り組める 

学習継続ができる（行動） 

自分の存在意義を
感じられない 

人に言われて自分にも良
いところがあると思える 

自分のありのままを認める
ことができる 

将来の意欲向上（対・社会） 
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シーズンⅡ 

ステイクホルダーを意識した 
ロジックモデル 



【ロジックモデル検討案】受益者：ボランティア（潜在的ボラ含む） 

活動 
直接アウトカム 
（step1） 

中間アウトカム 
(step2) 

最終アウトカム
(step3) 

学習会の開催 

研修の開催 

子どもの力になれる 
（成長を支えられる） 

自分の経験・能力を活かせる 

能力を向上できる 

大学や会社、家庭以外の 
居場所になる 

ボランティア 
同士のつながり 

自己理解が深まる 

 現場でのフォ
ロー・フィード
バックの実施 

 定期的なボラ
ンティア間の
意見交換会の
開催 

 アンケートの
実施（活動前・
活動後） 

 プレゼン能力 
 課題解決能力 
 コミュニケーション能力 
 チームワーク醸成能力 
 リーダーシップ能力 
 指導力 
 企画力 
 責任感 

子どもの 
機会格差の解消 

子どもの 
可能性を信じ、 
子どもの 

機会格差解消 
のため 

行動し続ける 
ことができる 

 行動規範等の
基礎研修 

 指導方法、コ
ミュニケーショ
ン方法等の実
務研修 

どんな人でも 
受け入れる 

活躍できる 
場を作る 

人との 
つながり 

子どもの貧困という 
社会課題を 
知ってもらう 

報告会の開催 

説明会の開催 

社会問題に対する 
理解が深まる 

自分を認められる 

多様な価値観に触れる 

活動の意義を実感 

 生徒のプラスの変化
を実感できる 

 社会課題を解決でき
る実感 

 自分自身の意義 

仕事や学業との両立 
による自分の生活への 

相乗効果 

 モチベーションアップ 
 能力開発 

ライフスタイルが 
変わっても 

ボランティアを続けられる 

人脈ができる 

学習会の 
マネジメントが 
できるようになる 
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効果測定 

(1) 効果検証の概要 
○ 本検証は、キッズドアが実施する無料学習会事業の
効果を検証することで、当該事業を改善し、子どもた
ちにとって最適な支援を行うことを目的に実施する。 
○ キッズドアが実施する無料学習会事業における、
2018年度の学習会利用者を対象に実施するアンケート
調査及び、子どもたちの変化を職員・ボランティア側
から捉えるアンケート調査をもとに、分析を行う。  

 
アンケート調査の概要  

１．効果検証の概要  

対象
者 

①キッズドアが提供する無料学
習会事業利用者（子ども本人） 
及び 
②子どもたちが通う学習会運営
職員、学習会参加ボランティア 

調査
期間  

年3回の調査を行う 
①2018 年 4 月 ～ 5 月 または 学
習会参加時 
②2018 年 9 月 ～  10 月  
③2019 年 2 月 ～  3 月 

回収
方法 

対象者にアンケート調査票（一
部、学力検査）を配布、各教室
にて回収  

分析  ＊＊＊ 

(1)キッズドアのロジックモデルと効果測定の対象範囲 
○ 以下赤枠は、キッズドアのロジックモデルと今回の効果測定の範囲
を示したものである。 
○ 今回検証する活動は、無料学習会事業の学習支援と進路指導、体験
学習、くつろげる場の提供、食事提供であり、それによって改善が見込
まれると考えられる初期アウトカム（学力等）の範囲を効果測定の対象
とする。 

２．効果検証の考え方  

(2) 各学習会特色の整理と分析対象  
○ 本調査では、2018 年度の無料学習会利用者を分析対象とする。中
には、2017 年度利用者もいるため、アンケート用紙にて質問を入れ、
分かるようにしておく。 
○ なお、小学生に関しては、アンケート調査を実施しないため、分
析対象は中学生・ 高校生のみとする。 
○ また、キッズドアの無料学習会に関しては、４タイプの支援形態
があるため、アンケート用紙にて質問を入れ、分かるようにしてお
く。 
① 居場所型 ② 週１学習会型 ③ 受験対策型 ④ 東北型 
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３．調査項目 
(1)アンケート質問項目 
①キッズドアが提供する無料学習会事業利
用者（子ども本人） 
○ P.3に示した、キッズドアのロジックモデ
ルと今回の効果測定の範囲に基づき、現在
の自分の状態を問う質問をする。 

(2)基礎学力検査項目 
①キッズドアが提供する無料学習会事業利用者（子
ども本人） 
○ P.3に示した、キッズドアのロジックモデルと今回
の効果測定の範囲に基づき、基礎学力検査を行う。
（問題は学年別に用意）※自作？ 

学習意欲の向上

（意識）

自己理解が進む

（行動）

学習継続ができる

（行動）

自己肯定感の向上

（自分）

孤独感の解消

（他者）

将来の意欲向上

（社会）

今までにない

価値観の獲得

１．将来ふつうに

生活するのに困ら

ないくらいの学力

があればいい

２．どこかの高校

や大学・短期大学

に入れる学力があ

ればいい

３．できるだけい

い高校や大学に入

れるよう、成績を

上げたい

４．学校生活が楽

しければ、成績に

はこだわらない

５．今は勉強する

ことが一番大切な

ことだ

６．そんなに勉強

しなくても、なん

とか大学に進学で

きるだろう

７．できれば進学

も就職も地元でし

たい

８．いずれ海外に

留学してみたい

１．親

２．親以外の家族

（兄弟姉妹や、祖

父母など）

３．学校の先生
４．習い事などの

先生

５．キッズドアの

学習会の先生
６．その他の大人 ７．友だち

８．話せる人はい

ない

あまり

そう思わない

そう

思わない

とても

そう思う

４．習い事などの

先生

５．キッズドアの

学習会の先生
６．その他の大人 ７．友だち

８．話せる人はい

ない

やや

そう思う

あまり

そう思わない

そう

思わない

主観評価シート

あなたが悩んだときに相談す

る人は誰ですか
他人に対する

信頼感の醸成 あなたの目標とする人は誰で

すか
１．親

２．親以外の家族

（兄弟姉妹や、祖

父母など）

３．学校の先生

とても

そう思う

やや

そう思う

あまり

そう思わない

そう

思わない

とても

そう思う

やや

そう思う

将来に対する

考え方の変化

４段階評価

消極的

そう

思わない

あまり

そう思わない

やや

そう思う

とても

そう思う

やや

消極的

やや

意欲的
意欲的

将来

やりたいことがある

孤独を

感じることがある

やや

そう思う

あまり

そう思わない

そう

思わない

とても

そう思う

大項目 アンケート項目

自分には

良いところがある

自分の苦手を

把握している

目標を立てて

勉強に取り組むことができる

勉強に対する

姿勢

基礎学力の向上

（知識・技能）

算数・数学：基本的な計算ができる

国語：基本的な漢字の読み書きがで

きる、言葉の意味を知っている

基礎学力をはかるテストを定期的に実施。伸びをはかる。

基礎学力はかる⇒どの教材を使うか
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(1)アンケート質問項目 
②子どもたちが通う学習会運営職員、学習会参加ボランティア 
○ P.3に示した、キッズドアのロジックモデルと今回の効果測定の範囲に基づき、学習会運営職員、学習会参
加ボランティアから見た子どもの変化を捉えるため、①期初 ②期中 ③期末に子ども一人ひとりの状態を
９段階で評価し、その変化を見る。 

1 2 3 4 5

受動行動 通常行動 能動行動 創造行動 革新行動

学習意欲の向上

（意識）

目の前に出された問題に対し、自分

にもできると思う

自己理解が進む

（行動）

自分のできないところを把握し、

できるところを増やそうと思う

学習継続ができる

（行動）

目標を立て、目標達成のために何を

勉強すれば良いかを設定し、計画に

即して行動できる

自己肯定感の向上

（自分）

自分のありのままを受け入れ、良い

面にも悪い面にも向き合いつつ自分

の存在意義を感じることができる

孤独感の解消

（他者）

悩みや困ったことがある時に、自分

は一人では無いと感じられ、安心感

を持って人とコミュニケーションで

きる

将来の意欲向上（社会）

自分が興味のあることや関心のある

ことを理解しており、将来のやりた

いことを見つけることができる

客観評価シート

悩みや困ったことがある

時に、一人では無いと感

じられ、人と悩みを共有

したり、相談に乗ること

ができる

自分が興味のあることや

関心のあることを理解し

ておらず、将来への意欲

も低い。今が楽しければ

よい

自分が興味のあることや

関心のあることをぼんや

り理解していて、人から

質問されるうちに少しず

つ将来のやりたいことを

意識できる

自分が興味のあることや

関心のあることを理解し

ており、将来のやりたい

ことを見つけようと行動

できる

自分が興味のあることや

関心のあることを理解し

ており、将来のやりたい

ことをハッキリと伝える

ことができる

自分が興味のあることや

関心のあることを理解し

ており、将来のやりたい

ことを実現するために行

動ができる

ソーシャル面

自分のありのままを受け

入れることができず、自

分の存在意義を感じられ

いない

自分のありのままを完全

に受け入れることはでき

ていないが、人に言われ

て自分にも良い面がある

と知り、自分には良いと

ころがあると思える

自分のありのままを受け

入れ、良い面にも悪い面

にも向き合うことがで

き、自分は自分のままで

いいと思える

自分のありのままを受け

入れ、良い面にも悪い面

にも向き合うことがで

き、良い面や悪い面を意

識して行動できる

自分のありのままを受け

入れ、良い面にも悪い面

にも向き合うことがで

き、他人のために行動す

ることができる

悩みや困ったことがあっ

ても、自分のことはだれ

にもわからない、自分は

一人だと考え、誰にも打

ち明けることができない

悩みや困ったことがある

時に、大人から聞かれて

少しずつだが打ち明ける

ことができる

悩みや困ったことがある

時に、自分は一人では無

いと感じられ、大人や信

頼する友達に打ち明ける

ことができる

悩みや困ったことがある

時に、一人では無いと感

じられ、人に悩みを打ち

明けることができる

自分のできないところと

できるところを把握して

おり、できるところを増

やそうと思い努力できる

自分のできないところと

できるところを把握して

おり、自分で工夫して得

意部分を増やす努力がで

きる

評価基準

学習面

自分にはどうせ何もでき

ないと思い、目の前に出

された問題に取り組むこ

とができない

目の前に出された問題に

対し、自分にはできるこ

とが限られているから

と、周りの人に聞きなが

ら取り組む

目の前に出された問題に

対し、自分にもできると

考え、自分から積極的に

取り組むことができる

目の前に出された問題に

対し、自分にもできると

考え、自分なりに工夫し

て取り組むことができる

目の前に出された問題に

対し、たとえ難しい問題

でも自分にできると考

え、諦めずに取り組み続

けることができる

自分のできないところと

できるところを把握でき

ず、人から言われても自

分の苦手に向き合うこと

ができない

自分のできないところと

できるところを把握でき

ていないが、人に聞いて

理解しようと努めている

自分のできないところと

できるところを把握して

おり、自分から得意を伸

ばすだけでなく苦手克服

のために努力できる

人からサポートを受けな

がら目標を立て、目標達

成のために何を勉強すれ

ば良いかを設定しても、

取り組むことができない

人からサポートを受けな

がら目標を立て、目標達

成のために何を勉強すれ

ば良いかを設定し、意識

して取り組むことができ

る

目標を立て、目標達成の

ために何を勉強すれば良

いかを自分で設定し、計

画に即して行動できる

目標を立て、目標達成の

ために何を勉強すれば良

いかを自分で設定し、自

分の傾向なども把握し工

夫しながら行動すること

ができる

目標を立て、目標達成の

ために何を勉強すれば良

いかを自分で設定し行動

するだけでなく、自分の

行動を振り返って行動を

改善しつづけられる

それぞれ「間」も選べるようにし、 
９段階とする 



Social Impact Measurement @ KIDS’ DOOR 

【参考】受益者子どもチーム バージョンアップ！２ 

初期アウトカム(1年) 中期アウトカム(3～5年) 長期アウトカム(10年) その先へ!! 

貧困の 
連鎖を解消 

次の世代の
ロールモデル
となる 

社会的自立 

経済的自立 

精神的自立 

✓余暇を楽しみつつ生活を
成り立たせるために就労が
できている 

✓人に頼ることができ、人
に頼られることができてい
る 

✓夢を持ち、それを応援し
てくれる人がいて夢に向
かって努力できている 

就職 

自己肯定感
向上 

✓自分の軸がわかっ
ている 
✓継続する力がある 

✓良好な人間関係が
ある 
✓自分の強み弱みを
発見できている 
✓余暇も楽しめる 

進学 

自己管理能力
の獲得 

✓学力がある 
✓資格を有している 
✓情報を得ている 
✓お金を得ている（得る
方法がわかっている） 
✓ロールモデルがいる 

✓お金や時間を有
効活用できている 
✓有効活用するた
めの計画が立てら
れる 

相互承認 

✓他者と関われる 
✓自己表現できる 
✓誰かのために努力
する経験ができる 

モチベーション
向上 

成績向上 

学習力獲得 

PDCAを回す力
獲得 

多様な価値観
に触れる 

感受性が 
豊かになる 

アウトプット 活動 

無料学習会 
提供 

学習面 

生活面 

学習支援 
実施 

学習会 
アンケート 

外部模試 
受験 

親子、進路
面談実施 

レクリエー
ション実施 

キャリア教
育実施 

教室をまたいだ 
イベント実施 

学習会実施回数 

アンケート結果 

学習会出席率 

学校の課題 
提出状況 

学校の成績内申 

外部模試結果 

外部模試 
受験回数 

無料学習会実績 

面談実施回数 

計画・実行・振
り返り回数 

ボランティア 
参加人数 

交流回数 

キャリア教育 
実施回数 

イベント実施回数 

参加生徒数 

アンケート結果 

次の世代を 
応援する人に

なる 



Social Impact Measurement @ KIDS’ DOOR 

       発足の経緯 

先日教育支援事業部ミーティングにて、下記の課題が挙がった。 
 
１．中途入社職員用の「学習会担当スタートキット」のようなものがなく、 
  今年新しく入ったばかりの職員が大変苦労しながら現場を回している。 
  この状況は思わしくないのでは。 
２．ボランティアさんから問い合わせがあったときに 
  現場スタッフが答えられず信頼を失ってしまうことがある。 
  それを防ぐために、時期ごとに受験対策や教材の選び方等、 
  必要な状況をインプットする機会が欲しい。 
３．ボランティアさんへ、研修に限らず 
  もっと現場・現場でフォローしていく必要があるのでは。 
 

現在、ロジックモデル委員会でも、 
現場の活動をもっと良くする 
ためにできること 
を話し合っており、 
重なる所が大きい。 

Copyright(c)2017 NPO Kids’Door 15 
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Social Impact Measurement @ KIDS’ DOOR 

年度末までに準備するもの 

⇒イベントチラシ、生徒募集チラシ、ボランティア募集チラシ
など、これまでにつくったものを一箇所に格納。都度新しいも
のを作らなくて良いようにしたい。 

①チラシひな型 ★なる早 

④方向性の提示 ★次年度はじめのキックオフまで 

③受験情報、受験対策テクニック講座  ★次年度はじめまで 

①説明会用スライド ★今年度合同説明会資料もらう 

カテゴリ１ 
部署横断で必要なもの 

カテゴリ３ 
ボランティアとの 

関係構築で必要なもの 

カテゴリ４ 
子どもサポートに 

必要なもの 

カテゴリ５ 
説明会運営で必要なもの 

⇒キッズドアの目指していく方向性（子ども版ロジックモデ
ル）をボランティアさんに伝える資料を作る。 

⇒受験対策テクニック勉強会 開催（済）受験の仕組み、チャ
レンジ校対策など、全体で使える資料を作る。 

⇒子どもの貧困に関するインプット、キッズドア団体概要、学習会詳細 

Copyright(c)2017 NPO Kids’Door 

カテゴリ２ 
学習会業務に必要なもの 

①学習指導面でのサポートツール ★次年度はじめまで 

⇒おすすめ市販教材リスト、レベルチェックテスト 
全体で使えるものを作る。 

①チームづくりのスキル  ★次年度はじめキックオフまで 

⇒全体で使える資料を作る。 
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インパクトメジャーメント

Ｔｅａｃｈ Ｆｏｒ Ｊａｐａｎの取組

ＰｗＣあらた監査法人
中島 悠生 (Yuki Nakajima)

Email：yuki.nakajima.work@gmail.com



１. 実施目的
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インパクトメジャーメント実施目的
ＴＦＪの支援モデル

ＴＦＪ
子供

（最終受益者）

最終受益者に対し、サービスを提供する中間受益者に対して、ＴＦＪはサービ
スを提供する。最終受益者に対しては間接的なサービス提供となる

先生
（中間受益者・サービサー）

採用・研修・支援 学校教育

間接
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インパクトメジャーメント実施目的

「最終提供サービスの質の把握」と「受益者の変化の把握」

が物理的にも、技術的にも難しい。

職員が遠隔地からでも学級集団や児童の状態を把握でき

る、比較可能で客観的な情報が必要だった。



２. 評価設計
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ＴＦＪのロジックモデル

代表・職員のヒアリングを基に作成した
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子供達に大切にしてほしいことの条件

1. 中期・長期アウトカムとの整合性

2. 文科省・学校教育目標との整合性

3. 多様性尊重を含む、倫理的問題
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子供達に大切にしてほしいこと

子供達に大切にしてほしい事という形で、ＴＦＪの活動の結果子供達にどんな
成長をもたらしたいかを話し合った。

子
供
の
成
長

学力

非学力

人を大切にすること

自分の考えを持つこと

自分の考えを表現すること

チャレンジすること

テストの点数

学習習慣

学習意欲

他者配慮

アサーション

自己効力感

指標としたもの
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ＴＦＪの評価モデル

学級環境

授業のわかりやすさ、児童へのケアの
十分さ等、学級経営を教員の行動に焦
点を当て測定する

A. 資源

子供の成長

B. プロセス C. 成果物

教員像

A-1．性格的特性

パーソナリティの5因子モデルに従い
フェローの性格特性を把握する。

関連性 関連性

B-2．学級運営

学級満足度より児童の認識に焦点を当
て教室環境を測定する。

A-2．教員の職能

実現すべき教室環境への理解やその
ための方法論の有無等、教員としての
理解と行動を測定する。

C-1．学力

①テスト点数、②学習習慣、③学習意
欲を測定する

C-2．非認知能力

①他者配慮②自己効力③アサーション
を測定する

C-3．分析用指標・ＱＯＬ

肉体・精神的健康、家庭環境を含む
QOLを測定する。

B-1．授業運営

教員の質、学級の質、生徒の成長のそれぞれにおいて、指標を設定し、その
関連性を分析すること、子供の成長の観点より、望ましい学級環境を定義し、
その観点よりあるべき教員像を定義することを目的とする
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ＴＦＪの評価モデル

予定していた約75％が実施できなかった



3. 実施成果
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メジャーメント実施成果

学級集団の状態をルールの導入と関係性の構築の2軸より量的に可視化でき
量になった。
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メジャーメント実施成果

個別児童の状態を、友人関係、学習意欲、学級の雰囲気の3点より把握でき
るようになった
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メジャーメント実施成果

1. 遠隔地にいる教員経験のない職員も、クラスや受
益者の状態を客観的に把握できるようになった。

2. 赴任教員の同士で情報を交換する際の共通言語
が出来た。（Ｂｙ 研修担当インターン＆赴任教員）

3. データがある事により、上職や周囲の先生に助けを
求めやすくなった。（Ｂｙ 赴任教員）


